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　会員の皆様方におかれましては、平素は支
部運営に深いご理解と多大なご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　去る 6 月 7 日の支部定期総会におきまして
3 期目の支部長に選任されました梶谷倫三で
ございます。過去 4 年間は新型コロナの蔓延
を言い訳にしておりましたが、流石に 3 期目
ともなるとそれも通用しません。これから
は、身を粉にして支部のために全力で奉仕す
るつもりでおりますので、2 年間どうぞよろ
しくお願いいたします。幸い副支部長の先生
方が全員残ってくださりました上、ほとんど
の委員長の先生方も再任ということで、大変
心強い限りです。
　今、街は新型コロナの呪縛から解き放たれ
たかのように急に人であふれかえるようにな
りました。まだまだ不安は残るものの我々の
日常や社会も元に戻りつつあります。長期間
我々は、新型コロナに悩まされたのですが、
反面世の中、急激にデジタル化が進みました。
　社会の今のキーワードは、サスティナブル
です。政府においては社会が持続的に成長す
るために様々な施策を進めています。税務行
政においても、マイナポータル連携の拡充や
デジタルトランスフォーメーションに係る取
り組みの推進が急速になっております。我々
税理士にとりましても、このデジタル化の波
に取り残されては未来がありません。ITツー
ルを活用することで業務の効率化や自動化が
可能となり、ひいては業務負担の軽減やサー
ビスの向上など多くの効果が期待できます。

　本年10月 1 日よりインボイス制度が導入さ
れます。税につきましても改正のサイクルが
年々早くなってきている様に感じます。
　西淀川支部におきましても、これら様々な
情報を速やかに発信するためにもICT（情報
通信技術）化を進めるとともに、会場型での
開催も重視し会員間のコミュニケーションを
図り、風通しの良い支部運営をしていきたい
と思っております。
　西淀川支部は小規模ながら、ハイキング同
好会をはじめとする様々な同好会が開催され
ていますし、女子会も盛んとお聞きしており
ます。今後も若手の先生方が気軽に支部会務
に参加していただけるよう全力を尽くしてい
く所存です。
　最後になりましたが、まだまだ夏真っ盛り
ということで暑い日が続いております。会員
の皆様方におかれましては、くれぐれもお身
体ご自愛ください。

西淀川支部長　　梶　谷　倫　三

ご あ い さ つご あ い さ つ

令和5年度表彰
表彰規定第３条第１項第2号該当者
「税理士業務に30年以上従事した者で、

本会の発展に寄与した者」

梶　谷　倫　三　会員

表彰規定第３条第１項第3号該当者
「本会の役員として、その任期を務め

退任した者で、本会の発展に功労があった者」

仲　田　むつみ　会員



　残暑の候、近畿税理士会西淀川支部の皆様方に

おかれましては、益々御清祥のこととお喜び申し

上げます。

　また、平素から税務行政の円滑な運営に対しま

して、深い御理解と多大なる御協力を賜っており

ますこと、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。

　近畿税理士会西淀川支部の皆様方には、税務支

援事業をはじめ、租税教室への講師派遣、ICTを

利用した税務申告及びマイナンバー制度など各種

制度の周知・広報、振替納税及びダイレクト納付

の推進など積極的に取り組んでいただき、日頃か

ら税に関する専門家として、納税者の信頼に応

え、納税義務の適正な実現を図るという公共的使

命を果たされ、非常に大きな成果を挙げておられ

ます。

　これもひとえに、梶谷支部長をはじめとする役

員及び会員の皆様方が協力して支部運営に御尽力

されてきた賜物であり、ここに深く敬意を表する

次第であります。

　さて、国税庁では、これまで「あらゆる税務手

続が税務署に行かずにできる社会」を目指して、

オンライン手続の促進や業務の抜本的見直しを推

進してまいりましたが、これをブラッシュアップ

した「税務行政のデジタル・トランスフォーメー

ション－税務行政の将来像2023－」を 6 月に公

表したところです。あらゆる分野でデジタル活用

が急速に拡大する昨今、従前の「納税者の利便性

の向上」と「課税・徴収の効率化・高度化」に、

「事業者のデジタル化推進」を加えた三つの柱に

基づいて、更に各種施策を進めていくこととなり

ます。

　税務を起点とした経済取引のデジタル化を通じ

て、社会全体の生産性向上に寄与しようとするも

のですが、この点については、特に税理士の皆様

方との連携・協力が欠かせないものとなります。

近畿税理士会西淀川支部の皆様方におかれまして

は、税理士法第二条の三の理念の下、税理士業務

のICT化の推進のみならず、顧問先である事業者

のデジタル化についても御支援をお願いいたします。

　このような納税者の利便性の向上に向けた取組

を進める一方で、善良な納税者が損をすることが

ないよう、悪質な納税者には厳正な態度で臨み、

国民の皆様の理解と信頼を得ながら、「納税者の

自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現す

る」という使命を的確に果たして国民の負託に引

き続き応えていく所存でおります。

　また、本年10月から消費税のインボイス制度、

令和 6年 1月からは改正電子帳簿保存法が開始さ

れます。署におきましては、インボイス制度の円

滑な導入に向け、引き続き登録要否相談会等を毎

月開催し、免税事業者などを中心に事業者の方々

が抱える懸念事項や課題をきめ細かく捉えながら

寄り添った支援を行っていくこととしておりま

す。皆様方におかれましても、各種制度の円滑な

導入に向け、周知・広報など、引き続きの御支

援・御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。

　結びに当たり、近畿税理士会西淀川支部の益々

の御発展、並びに会員の皆様方の御健勝及び御事

業の御繁栄を心から祈念いたしまして、着任の挨

拶とさせていただきます。

西淀川税務署長　　藺　上　　　薫

ご あ い さ つご あ い さ つ
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令和5事務年度　西淀川税務署幹部 定期人事異動転出入者名簿

氏　名 旧任・職名職　　名

署 長

主任国税管理官

署 長

新 旧

氏　名 転出先等職　　名

井美　篤治 退　　官

総 務 課 長 総 務 課 長 石原　　剛 留　　任

留　　任

個 人 統 括 官 個 人 統 括 官 高野　　健 宇治・個人1統括官

法人１統括官 法人１統括官 長澤　美貴 留　　任

法人2統括官 法人2統括官 山中　盛二 兵庫・法人特官

藤井　里美

藺上　　薫
い がみ　　　かおる 大阪派遣国税庁監察官

主任監察官

石原　　剛 留　　任

留　　任

林　　大介 葛城・資産2統括官

長澤　美貴 留　　任

谷口　進次 須磨・法人3統括官

藤井　里美業務センター
西淀川分室（ ）

〈法人2統括官〉

谷口　進次
〈署長〉

藺上　　薫
〈個人統括官〉

林　　大介

主任国税管理官
業務センター
西淀川分室（ ）
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近畿税理士会 西淀川支部 役員名簿 〈令和5年6月7日〉

2. 支部長委嘱顧問及び相談役
氏　　　　　名役　職　名

延山　久夫末永　義孝酒井　龍仁入江　壽夫

長谷川謹一

顧 　 問

相 談 役

3. 委員会担当委員

佐藤　真一

八木　重憲

銭原　浩明

山岡　　学

委　　員

八木　重憲

銭原　浩明

塩田　宏志

山岡　　学

世古　年幸

土本　拡美

副委員長

酒井　勇樹

塩田　宏志

銭原　浩明

八木　重憲

委 員 長

入江　桃子

菊川　邦則

酒井　勇樹

井関　文洋

銭原　浩明

仲田むつみ

塩田　宏志

委　員　会

総 務

経 　 理

税務支援対策

業務対策研究

厚 　 生

広 　 報

綱 紀 監 察

情報システム

田内　啓子大西　惠子八木　重憲土本　拡美租税教育推進

仲田むつみ

総　　　　務

経　　　　理

酒井　勇樹

世古　年幸

広　　　　報

租税教育推進

菊川　邦則

土本　拡美

大坪　利郎

情報システム

税務支援対策

業務対策研究

入江　桃子

銭原　浩明

横林　史郎

氏　　　　　名

1. 支部役員

梶谷　倫三

石田　匡美

厚　　　　生

綱 紀 監 察

酒井　勇樹

井関　文洋

塩田　宏志

松島萬三孝

役　職　名

支 部 長

副 支 部 長

担当委員会

代 表 幹 事

幹 　 事

支 部 監 事
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　6月10日から12日の2泊3日で西淀川支部旅行に

初めて参加させていただきました。人見知りのため、

このような行事ごとへの参加は自分の中で高い壁があ

りました。そのため、1年前は支部旅行を不参加にい

たしましたが、1年前に西淀川支部の総会の後の歓迎

会で、支部長はじめ先輩の先生方が「来年はぜひ参加

してや」と気軽に話かけていただき、また酒井勇樹先

生が若手の親睦会を開いてくださったことで、高い壁

が少しずつ低くなり、今年は支部旅行に参加すること

にいたしました。

　旅行の内容は、2泊3日の秋田～岩手～青森の東北

コースで、1日目は伊丹空港発秋田空港着、角館武家

屋敷、田沢湖を観光し、花巻温泉で宿泊。2日目は岩

鋳鉄器館、盛岡八幡宮、十和田湖遊覧船、奥入瀬渓流

を観光し、十和田ホテルに宿泊。3日目は八甲田山の

山頂、青函連絡船の八甲田丸、三内丸山遺跡を周り、

青森空港発伊丹空港着で帰宅、というスケジュールで

した。

　1日目は料亭稲穂さんで昼食。秋田県は砂糖文化で

ポテトサラダや茶碗蒸しにもたくさんの砂糖を入れる

とのこと。稲穂さんで出された茶碗蒸しは確かに甘く

大阪の茶碗蒸しとは違う味で新鮮でした。

　角館武家屋敷では解体新書や明治時代の写真などコ

レクションがたくさんあり、短い時間ではすべてを見

切れません。秋田の郷土刀や槍などの武具や江戸時代

の駕籠を実際に触れることができます。大久保利通が

黒田清隆に宛てた手紙など歴史好きにはたまらないよ

うな展示品がたくさん置いてあります。非常に興味深

く、時間が許されるのであればもっとゆっくり見学を

したかったです。

　2日目の昼食は、盛岡八幡宮の傍の初駒さんでわん

こそばに挑戦。菊川先生・大西先生・銭原先生・八木

先生・山岡先生が100杯を超えて食されたので記念

支部研修旅行記 塩田　宏志
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品を授与されました。100杯が、通常のそばの7、8

杯とのこと。「はい、どんどん～」とお店のお姉様が

お椀に次から次へといれてくれるため、男性はついつ

い頑張ってしまうのでしょう。そんな私も頑張りまし

たが52杯で限界に。しかし、目標の石田先生を抜く

ことができて満足です。

　バスガイドさんからは、熊が出没するため宿の外へ

出歩かないようにと言われていました。十和田湖の奥

入瀬渓流をバスで移動していると、なんと子熊に遭遇。

私は見ていないのですが、バスを発見するとすぐ逃げ

ていったらしいです。子熊の傍には親熊がいるはずな

ので非常に危険。奥入瀬渓流で熊がでてくるのはバス

ガイドさんも初めてとのこと。人がいるところからそ

こまで離れていない場所だったので怖かったです。今

回はツアーで来ていたので現地に詳しい人がいて安

心でしたが、プライベートで旅行に来る場合は、熊や

害獣についての知識は知っておいた方がよいと思い

ました。

　新田次郎の小説を原作とした映画「八甲田山」で有

名な八甲田山をロープウェイで登りました。「八甲田

山」は、日露戦争開戦に向けて行われた雪中行軍訓練

で遭難をし、210名中199名が死亡したという実話

をもとにした映画です。映画を見たことはありません

が、遭難事件があった歴史を知ってから登ると、何と

もいえない感情がめばえます。景色は非常に綺麗で、

見渡す限り山です。

　東北は飛行機からみても山ばかり。十和田湖の遊覧

船からみる景色も自然ばかり。建物も人もおらず、ま
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るで海外にいるようでした。観光用に町が開発されて

はおらず、自然豊かで非常によかったです。自然を感

じる旅行が好きな私にとって、とても心が癒された旅

でした。

　今回の旅行により先輩方と交流を深めることがで

き、西淀川支部の歴史を少し学ぶことができました。

今後も支部の行事に参加し、西淀川支部の発展に少し

でも貢献できるように勤めてまいります。

　朝早くからお見送りをしてくださった、大同生命保

険㈱の真山様、積水ハウス㈱の山村様・畠中様ありが

とうございました。2泊3日朝から晩までお付き合い

してくださったネオ・ツアーズ㈱の鈴木様ありがとう

ございました。そしてこの支部旅行を企画してくだ

さった厚生委員会の先生方、本当にありがとうござい

ました。来年も楽しみにしております。
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12月某日に下の子供・マイハニー（以下、ハニー）

が大学推薦入試で我が母校を受験すると言う。

　そして付き添いで一緒に来て欲しいと懇願する。

　卒業して三十数年、こんなことがなければ母校に足

が向くこともないだろう、ということでついて行って

やることにした。

　受験当日、最寄駅に降り立ち三十数年ぶりに大学ま

での道を二人で歩く。

　そして、正門前まで来た時に、僕の意識は三十数年

前にタイムトリップする。

　保護者もキャンパス内に入ってもいいみたいで一緒

に入ると、ハニーが「あそこにキャンパス内の案内板

があるで」と言うので、「そんなもん見んでもお父さ

んは目を瞑っても歩けるんや！」と言ってやった。

　ハニーは法学部志望で集合場所が第5別館となって

いたので、「第5別館はこっちや、ついて来い」とエ

ラそうに言ったが、場所を間違えた。

　ハニーに白い目で見られたのは言うまでもない。

　第5別館に着き、ハニーは受験票に記載された教室

へと向かって行った。

　さて、ハニーの面接が終わるまでどうするか？とい

うことでキャンパス内をブラつくことにした。ブラタ

〇リならぬブラタケオだ。

　まずは、我が商学部だ。懐かしいなぁ、当然という

か建物自体の外観はあの時のままだ。その横の第4別

館、そして僕が4回生の時に完成したD号館もまた外

観はあの時のままだ。

　懐かしい感慨に耽っていると1人佇む自分に気付

く。仲の良かった友達はもう誰もそばにいない。みん

などうしているのか考えるとタイムトリップした僕の

意識は現在に戻されそうになる。

　そんな状況が嫌で、学生食堂、受験したが不合格に

なった社会学部、一度は足を踏み入れてみたかった文

学部、支部で僕のことを先輩と思っていない某先生出

身の経済学部などを次々見て回った。

　一通り見て回ってもハニーから終わったと連絡が来

ないので、中央芝生で寝転がることにした。12月だ

が、高くなったお日様が雲間から顔を出すと暖かくて

ウトウトしてくる。

　この寝転んでる時がタイムトリップの最高潮だった

と思う。三十数年前と光景は全然変わってへん。思い

出すよ、いろんなことを！かけがえのないことから

しょーもないことまで！！

　そういえば僕が入学した時は、まだ昭和やったなぁ。

　そうこうしているうちに中央芝生には近所の人だろ

う、何組かの夫婦が小さいお子さんを連れてきて自由

に走り回らせている。

　同じく中央芝生内では、チャペルで結婚式を挙げた

正に新婚さんが親族の方々と集合写真をシンボルの時

計台をバックに撮っている（我が母校はキャンパス内

のチャペルで結婚式を挙げることができるのだ。別に

卒業生である必要はないらしい）。

　そして、面接を終えた高校生が続々と帰路について

いく。

　みんなこれからの人ばかりだ。それに対して自分は

もう五十代半ばで、何か新しいものを創り出す力やア

クティブに行動する力はない。

　燃えカスになったような気がして、何か寂しいよう

な気分でいると、ハニーから「終わったよ、どこに居

はなしはなしのはなしはなしの
泉泉

はなしの
泉

燃え尽きた後に

山口　猛男
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るの？」とメールが来て、意識は一気に現在に戻り、

僕のタイムトリップは終わりを迎えた。

　母校に来てこれだけ懐かしい気分に浸れるとは思っ

てもみなかったよ。

　ありがとう、ハニー！

　そして、頑張れ！キャンパス内ですれ違ったハニー

を含む多くの新米後輩たち。

　燃えカスの僕は自ら燃えることは難しいけど、火を

つけてくれさえしたら、まだまだ燃えるで！

Fin　

　住み慣れた街から離れ、自然豊かな里山で自給自足

の暮らしを送る。そんな生活スタイルを選ぶ人たちが

増えているそうだ。

　お金を得るために働くことが当たり前となった現代

社会。お金があれば、大抵のものは手に入れることが

できる。衣食住が充たされれば生きていけるのに、そ

の質にこだわり、より上を欲してしまう感情。欲望を

実現するために、より多くのお金が必要となる。際限

のない物欲。そのスパイラルから逃れるために、生活

ユートピア
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の場を田舎に移し自然とともに心豊かに生きることが

選択肢となるのだろう。

　しかしその選択には、都会で永年生活してきた者が

直面する、田舎暮らしへの憧れだけでは立ち行かない

現実問題が存在する。

　生活の場となるムラ社会には、人間関係の希薄な都

会とは異なる確固たる規律があるはずである。その中

で、勝手に好きなことだけをやっていれば、完璧なよ

そ者として、そこでの孤立を余儀なくされる。よそ者

とならない為の濃密な人づきあい。自然のなかに娯楽

を見つけ出す積極的な姿勢。不便を愉しめる精神的・

肉体的余裕。これらのことを成就できないと、きっと

ストレスだけが溜まる田舎暮らしとなってしまうは

ずだ。

　夢見るユートピアは、そこに自動的に存在している

ものではなく、様々な努力をして初めて手に入るもの

である。ムラの会合や冠婚葬祭、住民全員参加による

地域活動、庭や畑の草むしり、家の補修など、日常生

活に加えてやらなければならないことが山ほどある。

　畢竟、娯楽に充てる時間など少しもないこととなる。

そんなある種ストイックな生活を楽しむことができる

人だけが、田舎暮らしの素晴らしさを、ようやく享受

できるのだろう。

　実は自分自身も、田舎暮らしに少なからず興味を抱

いている。大阪からそんなに遠くない丹波篠山あたり

で、夫婦二人で暮らしてみたい。週に何度かは、福知

山線から東西線に乗り継ぎ西淀川の事務所まで出向い

て仕事をする。コメリで農機具とタネを買い、庭の片

隅か小さな畑で、鍬で畝を作って家庭菜園をやる。手

始めに、大根・白菜・人参・なす・トマトあたりから

育ててみよう。早起きし、水やりは毎日かかさずする。

予定のない時は周辺のゴルフ場で妻と一緒にプレイ

する。週末には、活発で虫取りも大好きな喘息気味の

孫が、空気のきれいな、小動物や昆虫のいる環境を求

め遊びに来る。昼間は畑で作ったスイカをキンキンに

冷やして食べる。夜には小川のほとりでホタルを見て

興奮し、バーベキューを堪能し、庭で花火をする。孫

たちの満面の笑顔と歓声。ゆったりとした時間を過ご

しつつ、好きなことだけに時間を割く生活。まさに憧

れの田舎暮らし。

　しかし実際は、都会とは違う厳しい自然環境や不便

な生活環境の中で暮らし、更には地元住民との濃厚な

コミュニケーションづくりなどが待ち構えている。理

想と現実のあまりにも大きなギャップ。好きな事であ

ればすぐに没頭できる性質なので、自然環境や不便さ

には適応できるだろう。しかしながら、好き嫌いの激

しい私には、煩わしい人間関係の構築などは困難極ま

る課題となる。

　やはり、今のこのゴミゴミとした環境のなかで、汲々

とした生活を続けなければならないのだろうか。いや、

それは困る。誰とも関わらず仙人のように暮らすこと

自体、現代社会で生活していくには所詮無理な事であ

る。ユートピアを手に入れるため、ここは甘んじて嫌

なことも受け入れなければなるまい。

　心のやすらぎを求めているにもかかわらず、『うま

くやっていくために心して取り掛からねば』と思うこ

と自体、もう間違っている。すべて自然体で受け入れ

ることが出来なければ、理想とする田舎暮らしは無理

なのだ。

　俗世界の事物に達観し、自然にも人間に対しても、

悠々と接することができる大人物になることが、田舎

暮らしを楽しむためには肝心なのだろう。

　希望に溢れるユートピアを手に入れるため、これか

らはまず精進して、野菜作りではなく、自分自身の人

間づくりから始めてみよう。

ひっきょう
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　年末年始にかけて、家族が新型コロナウイルスに感

染してしまい、家庭内での感染対策や外出制限など、

対応が大変でした。（子供の通う学校などで感染が拡

大してしまうと、どうしようもないですね。。。）

　その新型コロナウイルス感染症も、令和5月5月8

日から感染法上の位置付けが「5類感染症（季節性イ

ンフルエンザと同等）」に引き下げられ、新型コロナ

陽性者や濃厚接触者に対し、政府として一律の外出自

粛要請は求められなくなりました。また、マスク着用

に関する政府の方針についても、令和5年3月13日

以降、個人の判断を基本とするものに変更されていま

す。私の子供も、基本的にマスク着用をせずに、小学

校に登校するようになりました（特に気温が高くなる

夏場のマスク着用は、熱中症リスクとの関連性は良く

分かりませんが、子供にとって本当に息苦しいと思い

ますので、良かったなと思います。）。学校給食につい

ても、文部科学省から黙食は必要ないとする通知が出

されているようであり、友達と話しながら食事を楽し

んでいるようです。

　ただし、新型コロナウイルスの「5類感染症」への

引下げ以降、子供の間で、RSウイルス（発熱や咳な

どの風邪のような症状）やヘルパンギーナ（発熱や口

の中に水ぶくれができるなどの症状）への感染が拡大

しているようです。（特にヘルパンギーナの1医療機

関あたりの患者数は過去10年間で最多とされ、感染

拡大の要因として、新型コロナウイルスの感染対策に

伴って、集団免疫が低下したことが影響しているとの

報道があります。）私の子供も、これらの感染症では

ないという診断を病院で受けていますが、1～2カ月

間ずっと咳や鼻水の症状が継続しています。（徐々に

いろいろな免疫を獲得してもらうほか、対処方法はな

さそうですね。。。）

　新型コロナウイルスの感染者も増加傾向にある（第

9波）とのことであり、現在もなかなか気の抜けない

状況は続いておりますが、気分転換に野球好きの息子

と甲子園にプロ野球観戦に行きました。阪神甲子園球

場は、高校野球全国大会の試合会場でもあり、「野球

の聖地」とも称される、本当にきれいな球場です。個

人的には、グラウンドを見ているだけでも癒されます。

また、観客の気分を盛り上げる選手紹介映像や試合開

始前映像などのビジョン演出も迫力があり、試合開始

前から楽しめます。また、コロナ禍で規制されていた

声出し応援も解禁されており、球場全体で盛り上がり

を感じることができます。（ただ、観戦した試合は完

封負けでしたので、少し盛り上がりに欠けました。。。

今年こそA.R.E.してくれることを願っています。。。）

　息子は、目を輝かせながら試合終了まで観戦を続け

ていました。やはり、現地での生観戦は、テレビでは

味わえない臨場感があり、プロ野球選手の凄さがより

感じられるように思います。今年はWBCでもすごく

盛り上がりましたが、人々に夢や感動、元気を与える

ことができるスポーツは良いものだなと改めて感じま

した。スポーツ観戦が、健康に良い影響を与えるとい

う調査研究結果もあるようですので、皆様にも是非お

すすめしたいです！

プロ野球観戦

松本　知之
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ハイキングハイキング同好会同好会ハイキング同好会

第8回 第8回 ハイキングハイキング第8回 ハイキング

　第1回目のハイキングで支部報に原稿を投稿させて

いただいてから期間が空きましたので、久しぶりのハ

イキング同好会のご報告をさせていただきます。

　4月16日（日）に近鉄電車松阪駅から豪商のまち

松阪市内を地元ボランティアガイドさんの説明を聞き

ながら約2時間散策し、その後地元のスーパー銭湯に

入浴、入浴後ランチ処の牛銀本店で松阪牛のすき焼き

ランチを食べる行程でした。

　前回の第7回目の開催までは、同好会で開催する

コースを決め、開催するまでに下見に行き、開催する

コースを決めておりました。それで第7回目の和歌山

県海南市でのハイキング同好会開催も事前にコースを

決めて下見に行ったのですが、そのコースが予想して

いた以上に厳しいコースだったために急遽内容を変更

したため、ハイキングではなく日帰り旅行になってし

まったように思っております。急遽の変更だったため、

徒歩移動が少なくなり、その分タクシー移動に頼らざ世古　年幸世古　年幸世古　年幸
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るを得ませんでした。地方だとタクシー台数などに限

りがあり、タクシー会社に電話をしても来ていただく

までに予想以上に時間がかかってしまい、帰りの電車

の時間に遅れてしまうことも考えてしまったほどでし

た。そこで、今回の第8回目から支部研修旅行でお世

話になっている旅行代理店様に企画をお願いしての開

催となりました。

　開催地の松阪でランチに松阪牛を食べることを希望

して旅行代理店様に依頼して行程について提案してい

ただきながら決定いたしました。行程を自分で考えな

くていいのがこんなに楽だったのなら、もっと早くに

そうさせていただくべきだったなと思ってしまいま

した。

　前回のハイキングの参加者が思っていたよりも多

く、歩く距離が少ないことを希望する方もいらっ

しゃったので、今回も歩く距離を少なくしてハイキン

グというよりは日帰り旅行にすることになりました。

ここ数年コロナ禍で交流を深める機会が少なくなっ

ておりましたので、参加していただいた方々の交流が

深まったのではないかと思います。

　ハイキング開催の苦労話になってしまいましたの

で、ここからは第8回ハイキング同好会のことを書か

せていただきます。

　ハイキング前日の天候が良くなかったので、当日の

天候を気にしておりましたが、雨に降られることなく

開催することができました。今回の参加者は、前回よ

りは参加者は減りましたが、先生方13名と同伴者4

名の計17名で、近鉄電車鶴橋駅に集合して、近鉄特

急で松阪駅まで移動して豪商のまち松阪市内をハイキ

ングしました。

ハイキングで散策したところは

●三井家発祥地

　＊敷地内には立ち入れなかったので、柵の外から中

　　を覗き込ながらガイドさんの説明を聞きました。

●旧長谷川治郎兵衛家
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　＊木綿問屋の旧商家で入館してガイドさんの説明を

　　聞きました。

●松阪城跡

　＊天守を復元しようにも当時の正確な図面が残って

　　いないため復元することは不可能だとガイドさん

　　からお聞きしました。

●御城番屋敷

　＊松阪市の観光パンフレットには必ず掲載されてい

　　る場所で、建設当時の武家屋敷が今も残っていま

　　す。その屋敷のうちの一軒が公開されているので、

　　そこをガイドさんに説明していただいて見せてい

　　ただきました。残りの屋敷は人気のある賃貸物件

　　で現在は満室となっており、空きが出るとすぐに

　　次の方が入居するそうです。ここで集合写真を撮

　　影しました。

　の4か所です。そこに行く途中でもガイドさんの説

明を聞くことができ、大いに参考になりました。

　松阪散策を終えスマホにインストールしている歩数

記録アプリで歩数を確認してみると5,500歩ぐらい

でした。ハイキングというには歩数は少し少ないです

が、約1時間半程度座ることなく移動しておりました

ので、適度な足の疲れはあったように思います。

　ランチ処の牛銀本店は、創業明治35年のすき焼き

の名店で松阪牛のすき焼きランチをいただきました。

城下町の風情を残す通りに馴染む木造二階建ての店構

えの素敵なお店で、美味しい松阪牛をいただけて皆さ

ん満足されておりました。

　ランチを終え近鉄松阪駅まで徒歩移動をし、駅に隣

接されているお土産処で各自お土産を買い、近鉄特急

で鶴橋駅まで移動して鶴橋駅にて解散して、第8回ハ

イキング同好会を無事に終えることができました。今

回は時間管理などをする必要がなかったので、参加者

の方々とハイキングを楽しませていただきました。

　私がハイキング同好会の会長になって途中新型コロ

ナウイルス感染症の影響で約2年間開催できなかった

ことはありましたが、今回で8回目まで開催すること

ができました。あと2回開催すれば10回となります

ので、ここまで開催できたら会長職を辞任させていた

だくことを決めております。旅行代理店様に企画をお

願いすることになったので、会長職を引き継いでもら



（16）第79号 西　　　淀　　　川 令和5年8月15日

いやすくなったと思っております。会長職を引き継い

でいただけないかと私よりも若い方数名にお声をかけ

ておりますので、その方々の中から会長職を引き継い

でいただくことを期待しております。これで同好会の

会長職を離れられると思っていたのですが、支部研修

旅行中に別の同好会を立ち上げる話になり、その会長

職を引き受けないといけなくなったので、まだしばら

くゆっくり出来そうにありません。立ち上げる同好会

については、別の原稿で書かせていただくようにいた

します。

　6月の支部研修旅行中に日本酒同好会を立ち上げる

話とその会長に私が就任するようにとの話がK先生か

らありました。醸造アルコール入りの日本酒は苦手な

のですが、純米酒は好きなので、日本酒同好会の立ち

上げは嬉しいのですが、会長をするのはハイキング同

好会の会長職をしていることなどがあり、最初は他に

日本酒同好会
立ち上げ

世古　年幸
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会長職を引き受けてくださる先生がいないかと考えて

おりました。ただ一から同好会立ち上げとイベント開

催となると大変なのはすでに体験しておりましたの

で、とりあえず次の役員交代までの2年間限定で会長

職を引き受けて、その後に会長職を他の先生に引き受

けていただくことに考えを変えました。

　まずは一緒に同好会の運営を手伝っていただける方

を探そうと思い、一人は支部研修旅行中に若手のY先

生にお声をかけ、イヤイヤかもしれませんが、お引き

受けをいただきました。もう一人は副会長職としてお

酒も好きであろうZ先生に支部研修旅行後にお声をか

け、お引き受けいただきました。あとは発起人のK先

生にも責任をもっていただこうと思いまして、名誉会

長になっていただくことになりました。

　上記の内容と第1回目のおおまかなイベント内容

（訪問する酒蔵とランチをする施設）を協同組合理事

長の I 先生にお伝えし、了承をいただきました。

　支部報がお手元に届く頃には、第1回目のイベント

内容のご案内をしているかもしれませんが、ここでは

その内容に触れずにあとのお楽しみにしていただこう

と思っております。

　現在日本には約1600か所もの酒蔵があるようで

すので、どの酒蔵に訪問するか楽しみでもありますが、

すべての酒蔵が酒蔵見学OKではないので、まずは酒

蔵見学できる酒蔵をピックアップするところから始め

ようと思っております。

　同好会立ち上げをきっかけに日本酒を好きになって

いただける方が増えていただけることを期待しており

ます。
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　初めまして。東大阪支部より転入

しました岸田朝子と申します。

　京都府舞鶴市出身で、近畿大学

経営学部進学と共に大阪へ来ました。大原簿記専門学

校とTAC株式会社へ通い、11年かかって官報合格を

しました。税理士登録をしてからは、梅田で勤務税理士

を6年、自宅のある東大阪で昨年7月に独立開業をし、

今年の7月に税理士法人さきがけへ加入となりました。

　昨年の独立開業をしたときは、夢と希望に燃え、自

身の理想とする事務所づくりに奔走をしておりました。

ホームページやロゴ、名刺や封筒のデザインなど、自

分らしさとは何か、どんな事務所にしていきたいか、お

客様へのサービス内容や報酬金額の設定、SNSを活

用した情報発信など、やることは山ほどあり大変でした

が、本当に楽しかったなと思っています。正直、まだま

だ「岸田朝子税理士事務所」で戦いたかったなと感じ

ております。

　縁あって、税理士法人さきがけの仲田先生より声が

かかり、好条件での加入となりました。加入したからに

は、しっかり税理士法人さきがけの伝統を守り、代表の

意思を継いでいくとともに、私自身のスローガンでもあ

る「経営者と共に走る税理士」を貫いてまいる決意で

あります。

　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

　本年1月に税理士登録し、西淀川支部に所属させて

いただくことになりました上田英作と申します。生まれ

も育ちも西淀川区、結婚後は勤め先の関係上西淀川区

を離れていた時期もありましたが、子供が生まれるのを

機に再び西淀川区に戻ってきました。学生時代はサッ

カー部に所属し走り回っていましたが、今も体を動かす

ことが好きです。また野球が好きな息子と一緒に、プ

ロ野球観戦も時々行っています。

　20年ほど税理士事務所に勤めさせていただき、この

度独立することになりました。時代の流れにより様々な

法改正や制度変更が進む中で、それに対応していくた

め視野を広げ、日々勉強し、少しでも誰かの役に立て

るよう努力していかなければならないと決意を新たにし

ています。

　まだまだ未熟者ではございますが、日々研鑽を重ね

精進していく所存でございますので、ご指導ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。

　令和5年3月より、西淀川支部に所属しました山岡学

と申します。

　昭和63年4月、西淀川区佃に生まれ、幼少時代より

佃スイミングスクールに通い体力を培ってきました。大

学は工学部に進みましたが、会計税務の仕事に興味を

持ち、同学内で経済学部に転学しました。大学卒業後

は税理士事務所で働きながら税理士を目指し、大学院

を経て、令和5年1月に税理士登録致しました。今年で

業界歴11年目を迎えます。

　最近の趣味は、最近仲間内で始めたバンド活動で、

ドラムを担当しております。絶望的にリズム感がないた

め、なかなか上達しませんが、練習後の飲み会も含め

て楽しんでおります。

　西淀川という地は親しみやすく、私にとって生まれ育っ

た地ということもあり、ふるさとのこの地で仕事を続け

ていくことが喜びです。まだまだ若輩で足りないところ

の多い私ですが、諸先輩方のご指導をいただきまして、

日々精進していく所存です。今後ともよろしくお願いい

たします。

新入会員ごあいさつ

上田　英作

山岡　学

岸田　朝子
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集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記 　残暑お見舞い申し上げます。支部報「西淀川」第７９号を最後
までご愛読いただき感謝申し上げます。

　本号も沢山のご寄稿を賜り感謝申し上げます。さて、梶谷支部長の３期目がスムーズに出
航致しました。今期の目玉は日本酒同好会が発足した事ではないでしょうか。世古会長の元、
さぞ面白い企画を考えて頂けることだろうと思いますので楽しみで仕方ありません。
　暑い日が続きますが体調管理には十分お気をつけ頂き、来たるインボイス導入期を乗り
越えて下さいませ。

支 部 だ よ り支 部 だ よ り

正会員：45名　　準会員：3名　　税理士法人：2社

上　田　英　作
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田4丁目9番24号
TEL：06-7492-4388

石　角　安　民（業務廃止）
岡　本　永　康（業務廃止）
古　川　　　敏（業務廃止）

山　岡　　　学（北支部より）
〒555-0001 大阪市西淀川区佃1丁目2番20号
TEL：06-6475-7343
　
岸　田　朝　子（東大阪支部より）
税理士法人さきがけ
〒555-0011 大阪市西淀川区御幣島2丁目13番1号
TEL：06-6471-2612

会員状況

入　　会

退　　会

転　　入

（令和5年8月現在）

転　　出

変更（住所等）

西淀川支部
ホームページ

支部ホームページのアドレスをお知らせします。
http://www2.kinzei.or.jp/̃nisiyodo/

徳　山　正　宏（東淀川支部へ）
〒532-0011 大阪市淀川区西中島6丁目2番3号
チサンマンション第7新大阪727号室
TEL：06-6195-9184

田　中　丈太郎（東支部へ）
デトロイトトーマツ税理士法人　大阪事務所
〒541-0042 大阪市中央区今橋4丁目1番1号
淀屋橋ビルディング
TEL：06-4560-8000

　　住　隆　弘
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目10番23号
TEL：06-7163-0279

十和田ホテル

奥入瀬渓流


